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 秋晴れの陽気が心地よい頃となりました。日頃は本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、ありがとうご

ざいます。 

 先日、行われた幸中祭では、「紡（つむぐ）」のスローガンのもと、みんなで一つのものをたくさん作る

機会がありました。全校制作、全校レク、全校合唱、どれも全校で一つのものを創り上げることができ、み

んなでその時間を共有することができました。学級に目を向けると、合唱コンクールに向け、悪戦苦闘、試

行錯誤、それぞれの学級ドラマを描きながら、その学級の合唱を仕上げました。歌っている生徒たち、見守

る先生方の表情に一緒に取り組んできた時間が表れていて、歌声と共に心に染み、温かくなりました。 

 さて、まもなく１１月に入ります。行事も落ち着き、少し自分を振り返りながら、将来の進路選択に向け

て考えていくときです。生徒たちの成長を願い、後押しをしていきたいと思います。学年主任 山本 弘文 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 幸田中学校 

 第 ７ 号 

令和４年 １０月２８日 

          日 
 

１組   

 約一か月前から始めた合唱コンクールの練
習、初めは声が全然出ず、とても不安でした。
ですが、「１組だけのＨＥＩＷＡの鐘を鳴らす」
という目標に向けて、パートごとやクラスで一
つになり、練習をすることができました。 

本番でも、今までで一番良い合唱が歌えたと
思います。その結果、最優秀賞を取ることがで
きて、本当にうれしかったです。 

終わった後、リーダーたちの話の中で「みん
なのおかげ」と言ってくれましたが、私は、指
揮者、伴奏者、パートリーダーがいなかったら
賞を取れていないと思います。やらされる練習
ではなく、やる練習に変えてくれたリーダーた
ちに感謝です。 

３７人全員で創り上げた合唱、最高に楽しか
ったです。２年１組で良かったと思えることが
また一つ増えました。 

２組   

 最初はどのパートも全く声が出ていなくて

何回も何回も同じ練習をしてつまらないなと

思ったりしました。しかし、だんだん声が出て

きて少しずつ自分の中でもやる気が出てきま

した。コロナの影響でみんなで合わせにくかっ

たので、内心私は本当にいい歌声になっている

のかとても心配でした。しかし、練習を重ねて

いくうちに、自信がついてきてとてもうれしか

ったです。 

 当日は、今までの中で一番きれいな歌声だっ

たので良かったです。最優秀賞は取れませんで

したが、みんなで決めた「個性を出しながら一

人一人が全力で歌い切り、最高の想い出にしよ

う」という目標は達成できたので良かったで

す。 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１１月の予定＞ 

３日（木）祝文化の日 

１６日（水）期末テスト（①理科、②社会、③美術） 

１７日（木）期末テスト（①音楽、②技術、③英語） 

１８日（金）期末テスト（①保体、②数学、③国語） 

２１日（月）②④授業公開、③スキー学習会説明会 

２３日（水）祝勤労感謝の日 

 

３組   

 合唱コンを通して、自分もクラスも大きく成

長できました。初めはみんなが、「やりたいこと

だけやる」「自分には関係ない」などと思ってい

て、クラスがばらばらの状態でした。私もパート

リーダーとして伝えるべきことを伝えきれてお

らず、雰囲気も悪かったです。しかし、クラスで

話し合い、思っていることを正直にすべて伝え

合ってから、方向性が見えてきました。このとき

初めて、思っていることを伝え合うことの大切

さを感じました。その後は合唱練習だけでなく

授業の雰囲気まで良くなっていきました。 

当日、親や先輩に「めっちゃ良かったよ」と言

ってもらえました。改めて３組の良さを見付け

ることが出来たので、これからの生活へとつな

げていきたいです。 

４組   

 合唱練習が始まったときには、自分も含めて

だらだらした雰囲気がありました。しかし、リ

ーダーたちの声を聞いてどんどん全員がしっか

り歌うようになり、歌にもまとまりが出てきま

した。 

本番当日は、声出しができる最後の最後まで

音程の確認を全員でしたので、「これは最優秀賞

を受賞できる」と思っていました。最優秀賞で

はなくて悔しかったです。しかし、自分たちが

練習した中でも全員の気持ちがそろった歌で、

声もしっかり出て、自分はとてもいい合唱だっ

たと思います。４組としての良い一歩が踏み出

せたのではないかなと思いました。 

５組   

 合唱を始めた頃は、みんなリーダーの言うこ

とを聞かなかったり、練習時間に平気で遅れた

りと気持ちがばらばらで何を目指してやってい

るのかが分からなくなる雰囲気でした。しかし、

リーダー中心で話し合いをしたり、リーダーが

考えていることを伝えたりしてくれて、だんだ

ん学級全員の気持ちがそろっていくのを感じま

した。 

 本番、目指していた最優秀賞には届かなかっ

たけれど、自分は歌っていて今までで一番力が

出せて良かったです。この学級が一体となって

合唱コンクールに取り組んだ経験を生かし、こ

れからの生活や行事に向けても一丸となって頑

張っていきたいです。 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

  

  

 

 

幸中祭一日目 

キレキレのヲタ芸☆ 


